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定出来ぬ低濃度域を除けば本法との相関は比較的良好で

あった．最近入手した同様の原理に基づく　B12　test　kit

〈Pharmacia，　Sweden）による成績も比較し，微生物学

的測定法との関係を老察する．

S－III－11．ヒトおよびラットα・fetoprotein

　　　　　　のRadioimmunoassay

　　　一二抗体法および固相法の基礎的検討一
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　〔目的〕　ヒトa－fetoproteinのRadioimmunoassay

について感度，精度，特異性などの点から二抗体法およ

び固相法の測定条件とその長短について基礎的検討を行

ない，他方α一fetoprotein（αf）の基礎的研究に必要な

ラットαfのRadioimmunoassay（RIA）法の確立と

測定条件の基礎検討を試みた．

　〔材料，方法〕　ヒトおよびラット精製afは，肝癌患

者腹水およびラット胎児組織抽出液から爽雑蛋白に対す

る抗体を用いた免疫吸着法で純化した標品を用いた．各

特異αf抗体は各精製αfをフロィントアジュバントを

用い家兎に免疫し作製した．標識αfの作製は，各精製

αf10～50μ9に12511mCiを　Hunter＆Greenwood

の方法で標識後Sephadex　G－75カラムクロマトにより

行なった．二抗体法はMorganらの方法に準じたが，

第一抗体濃度，反応時間，標識αf量，第二抗体濃度，

反応時間などを検討し，一方固相法はポリエスチレンチ

ューブを用いてpH　9．6，0．1M炭酸緩衝液でαf抗体

をチュ・一ブに固着させたが，抗体濃度，固着反応時間，

標識αf量incubation時間について最適条件を検索し

た．

　〔成績〕　ヒトおよびラットαfの1251標識率はほぼ

同率で約6～10mCi／mgであった．二抗体法は第一抗

体ヒト5，000倍，ラット1，000倍稀釈液O．　1　ml，標識αf

量10，　OOO　cpm．αf　4　mpag，第一，第二反応時間は48時

間，24時間が最適で，αf8～500　mμg／mlで容量反応曲

線を示した．αf抗体を用いたa伍nity　chromatography

で処理した正常ヒトあるいはラット血清添加標準αf容

量反応曲線は上記曲線とほぼ一致した．固相法はαf抗

体濃度ヒト500倍，ラット100倍稀釈液1m1，固着反応

時間6時間，標識αf量50，000cpm．αf　20　mμg／ml，

incubation時間24時間が最適条件で，αf　1～16　mμg／

mlで容量反応曲線を示した．二抗体法，固相法の精度

は，それぞれ±7％，±20％，再現性は，±10％，±30

％であった．

　〔結論〕　ヒト，ラットともに同様の成績を得た．二抗

体法に比し固相法は感度が鋭敏で，1　mpag／mlのαfが

測定可能であったが，精度，再現性は劣った．両法とも

特異性は十分であった．
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